
愛荘町　自治基本条例策定検討委員会　議事録

会 議 名 第１回グループ協議　（課題取り纏めあるものグループ）

日 時 、 場 所 平成２１年　４月　６日　１９：３０～２１：３０　　愛知川庁舎　２階第３会議

廣瀬義治副委員長、藤田進委員、道明初良委員、山田正弘委員、外川光延委員、

山本拓也委員、西澤美晴委員、森野直樹出 席 者

役場：細江主監　他2名

記 録 者 西澤美晴、森野直樹

１．議題

愛荘町にあるもの(資源)探し

２．進行方法

愛荘町の特性としては、１つの町で都市部の要素と自然の要素がバランスよくあり、融合している
ということがあげられる。その中で、後世に残したいもの、伝えたいもの、活かしたいものに何が
あるか討論した。

３．各委員の発表内容

ため池(自噴調査)・蛍・桜並木・宇曽川ダム上流の魚(ブワマス・アマゴ)・河川のルーツ

田園風景

秦氏(渡来)・古墳群・金剛綸寺・字の名前・言葉に順応性がある・中山道・地蔵が多い

祗園花火・祭り・日本の４大麻布・近江上布・びん細工てまり・和太鼓づくり・鎮守の森

交通交流(国道８号３０７号・中山道・名神・近江鉄道・)・農機具普及率NO．１・農業（米づくり）

姉妹都市(国際交流)・外国人(ブラジル人)が多い・宿場街・中山道・隣組制度

自然

文化・歴史

環境

交流
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